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パネルディスカッションP1-8
高気圧酸素治療による医療水準の底上げに
向けた高気圧酸素治療技術部会による試み
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【はじめに】チーム医療の概念を導入した臨床工学技

士法が1989年に制定され，それまで医療資格を必

要としなかった高気圧酸素治療（以下HBOと略す）の

操作者に医療資格が必要になった。以後コメディカル

（技師と略す）がHBOに果たす責務はより大きくなり

HBOの安全性と知識の向上を求めて自発的に各地で

勉強会を立ち上げた。

【高気圧酸素治療技術部会の発足】1991年九州と北

海道で勉強会が始まり，1997年神奈川県，2003年岡

山県で始まり各地方会設立に繋がっている。

勉強会共同で2004年第39回本学会総会に「地域

活動の現況」を報告した。地域単位では解決をみな

い問題解決のためには全国的組織を学会内に再構築

する必要があるという統一的見解に至り，「技術部会

検討委員会」を立ち上げ，地方会等検討委員会協同

の下，2006年に「高気圧酸素治療技術部会」（以下技

術部会と略す）設立が認められ，2007年第42回本学

会学術総会時に技術部会発足を宣言した。

【発足後の歩み】運営規則，教育機会の拡充，技師

認定と更新，医療環境の安全性，情報環境の整備

に重点を置き五委員会を設置した。2008年より技術

部会の各委員長が，本学会の教育委員会，試験委員

会，安全対策委員会，広報委員会に委員として参画

するほか，技術部会役員数名が教育集会と専門医研

修講座の講師として講義を担当している。2008年，

関連2学会による技師認定制度に対する会員の認識

調査を実施し学術総会で発表した。以来技術部会で

は本学会の全会員に一緒に考えてもらうことを期待し

て，技師がそのとき最も関心を寄せる問題について

セッションを企画開催する他，社団法人日本臨床工

学会学術大会でHBOセッションを企画開催している。

技師の多くが兼務体制にある現在，本学会以外の団

体における活動は本学会未入会の技師に対する情報

発信に役立つものと確信している。昨年アメリカで発

生した事故を機に2010年はHBO装置の安全管理に

着目した全国調査を実施し，学術総会で技術的側面

からの安全管理について発表する。

技術部会では2010年度より各都道府県に1名以上

の役員就任と世代交代を目標に幹事を増員し，地方

の技師との連携強化を期待している。

【今後の展望】2004年の「地域活動の現況」 1, 2）におい

て実施したHBO施行施設数に関する調査で，我々は

地域の人的ネットワーク，電子媒体，未回答施設への

電話などあらゆる手段を駆使してほぼ100％の回答を

得た。調査実数と安全協会ニュース23号のデータ3）間

の乖離が明らかになったが，調査結果をうまくフィー

ドバックできず翌24号のデータ4）には反映されなかっ

た。（表1．参照）

調査結果をフィードバックできなかった先の例を反

省材料に，技術部会では教育集会調査・全国調査・

地方調査を実施し施設の現状と地域特性を把握し，

関連部署にフィードバックして今後の活動を立案する

予定である。

HBO装置はクラスⅢの高度管理医療機器であり安

全性の向上には医療機器管理業務の遂行が極めて

重要である。今後は知識教育と並び治療操作及び保

守管理等の技能教育システムの構築を視野に入れた

活動を予定している。
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表1　HBO施行施設数




